








 

低出生体重児 LBW にとって母乳栄養が優れていることは,これまでもしばしば

主張されてきた。時として蛋白を補充しなくてはならぬ場合もあるが,母乳の方

が相対的に勝っていると考へられる。しかし最近ては,絶対的に母乳でなくては

ならぬ理由が,強調されるようになってきた。それは腸内細菌相の定着に関連し

て,母乳とくに初乳が強い感染防禦能力をもつことの客観的事実が,続いて指摘

されたからである。このような理由で,LBW や High Risk Mother からの出生児

のような特に易感染性の強い児では,母乳による哺育が,基本的な重要性をもつ

ことが合意されるにいたった。 


